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(54)【発明の名称】 液晶表示装置の信号線駆動回路及び信号線駆動方法

(57)【要約】
【課題】  プリチャージ手段を備えた液晶表示装置の省
電力化を図る。
【解決手段】  本発明の信号線駆動回路は、アクティブ
マトリクス型液晶表示装置に用いられ、プリチャージ電
圧としての中間電位Ｖｐと画像データに応じた階調電圧
とを複数の信号線に供給するものであり、１水平期間前
の画像データと次に表示する画像データとを各信号線ご
とに比較するラッチ１１及び比較回路１２と、比較回路
１２での比較結果に応じて中間電位Ｖｐを供給するスイ
ッチ制御回路１３とを備えたことを特徴とする。プリチ
ャージがなくても高速かつ安定した書き込みが可能であ
る場合にはプリチャージを行わないため、プリチャージ
に要する電流の損失を低減することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  プリチャージ電圧と画像データに応じた
階調電圧とを複数の信号線に供給する、液晶表示装置の
信号線駆動回路において、
１水平期間前の前記画像データと次に表示する前記画像
データとを前記各信号線ごとに比較する画像データ比較
手段と、
この画像データ比較手段での比較結果に応じて前記プリ
チャージ電圧の供給を制御するスイッチ制御手段と、
を備えたことを特徴とする液晶表示装置の信号線駆動回
路。
【請求項２】  前記スイッチ制御手段は、次に表示する
前記画像データの前記階調電圧が１水平期間前の前記画
像データの前記階調電圧の一定範囲内にある場合に、前
記プリチャージ電圧を供給しない、
請求項１記載の液晶表示装置の信号線駆動回路。
【請求項３】  前記スイッチ制御手段は、次に表示する
前記画像データの前記階調電圧が１水平期間前の前記画
像データの前記階調電圧と一致する場合に、前記プリチ
ャージ電圧を供給しない、
請求項１記載の液晶表示装置の信号線駆動回路。
【請求項４】  前記スイッチ制御手段は、次に表示する
前記画像データの前記階調電圧の極性が１水平期間前の
前記画像データの前記階調電圧の極性と異なる場合にの
み、前記プリチャージ電圧を供給する、
請求項１記載の液晶表示装置の信号線駆動回路。
【請求項５】  前記スイッチ制御手段は、次に表示する
前記画像データの前記階調電圧の極性が１水平期間前の
前記画像データの前記階調電圧の極性と異なる場合に、
前記プリチャージ電圧を供給する、
請求項２又は３記載の液晶表示装置の信号線駆動回路。
【請求項６】  前記スイッチ制御手段は、
次に表示する前記画像データの前記階調電圧が１水平期
間前の前記画像データの前記階調電圧よりも大きい場合
に、昇圧用に適した第一のオペアンプを用いて前記階調
電圧を供給し、
次に表示する前記画像データの前記階調電圧が１水平期
間前の前記画像データの前記階調電圧よりも小さい場合
に、降圧用に適した第二のオペアンプを用いて前記階調
電圧を供給し、
次に表示する前記画像データの前記階調電圧が１水平期
間前の前記画像データの前記階調電圧と等しい場合に、
前記第一及び第二のオペアンプのどちらか一方を用いて
前記階調電圧を供給する、
請求項１乃至５のいずれかに記載の液晶表示装置の信号
線駆動回路。
【請求項７】  プリチャージ電圧と画像データに応じた
階調電圧とを複数の信号線に供給する、液晶表示装置の
信号線駆動方法において、
１水平期間前の前記画像データと次に表示する前記画像*
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*データとを前記各信号線ごとに比較し、その比較結果に
応じて前記プリチャージ電圧の供給を制御する、
ことを特徴とする液晶表示装置の信号線駆動方法。
【請求項８】  次に表示する前記画像データの前記階調
電圧が１水平期間前の前記画像データの前記階調電圧の
一定範囲内にある場合は、前記プリチャージ電圧を供給
しない、
請求項７記載の液晶表示装置の信号線駆動方法。
【請求項９】  次に表示する前記画像データの前記階調
電圧が１水平期間前の前記画像データの前記階調電圧と
一致する場合は、前記プリチャージ電圧を供給しない、
請求項７記載の液晶表示装置の信号線駆動方法。
【請求項１０】  次に表示する前記画像データの前記階
調電圧の極性が１水平期間前の前記画像データの前記階
調電圧の極性と異なる場合にのみ、前記プリチャージ電
圧を供給する、
請求項８記載の液晶表示装置の信号線駆動方法。
【請求項１１】  次に表示する前記画像データの前記階
調電圧の極性が１水平期間前の前記画像データの前記階
調電圧の極性と異なる場合は、前記プリチャージ電圧を
供給する、
請求項８又は９記載の液晶表示装置の信号線駆動方法。
【請求項１２】  次に表示する前記画像データの前記階
調電圧が１水平期間前の前記画像データの前記階調電圧
よりも大きい場合は、昇圧用に適した第一のオペアンプ
を用いて前記階調電圧を供給し、
次に表示する前記画像データの前記階調電圧が１水平期
間前の前記画像データの前記階調電圧よりも小さい場合
は、降圧用に適した第二のオペアンプを用いて前記階調
電圧を供給し、
次に表示する前記画像データの前記階調電圧が１水平期
間前の前記画像データの前記階調電圧と等しい場合は、
前記第一及び第二のオペアンプのどちらか一方を用いて
前記階調電圧を供給する、
請求項７乃至１１のいずれかに記載の液晶表示装置の信
号線駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、アクティブマトリ
クス型などの液晶表示装置に用いられ、低消費電力化に
適した、信号線駆動回路及び信号線駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】最近の液晶表示装置では、液晶パネルの
大型化及び高画質化に伴い、電流駆動能力が高くかつ消
費電力の低い駆動回路が求められてきた。そのような要
求を満たすものとして、プリチャージ手段を備えた液晶
表示装置が知られている（例えば特開平８－８７２４８
号公報）。このプリチャージ手段とは、液晶パネル上に
配置された画素容量へ階調信号を供給する直前に、所定
の基準電位を信号線へ印加するものである。これによ
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り、駆動回路の出力段にかかる負荷を低減することで省
電力化を図ることができ、また、負荷のばらつきを抑制
することで安定した書き込みが可能となる。
【０００３】図９は、このようなプリチャージ手段を備
えた従来の液晶表示装置を示す回路図である。以下、こ
の図面に基づき説明する。
【０００４】プリチャージ回路２５は、信号線Ｓ１，Ｓ
２，…，Ｓｎと信号線駆動回路２２の出力側とをそれぞ
れ接続するスイッチＳＷ１１，ＳＷ２１，…，ＳＷｎ
１、及び信号線Ｓ１，Ｓ２，…，Ｓｎと中間電位Ｖｐと
をそれぞれ接続するスイッチＳＷ１２，ＳＷ２２，…，
ＳＷｎ２から構成されている。各スイッチＳＷ１１，Ｓ
Ｗ１２，…は、タイミング発生回路２１から供給される
信号に基づいて動作する。
【０００５】図１０は、図９の液晶表示装置における信
号線駆動回路の一例を示すブロック図である。図１１
は、図１０の信号線駆動回路の動作を示すタイミングチ
ャートである。以下、図９乃至図１１に基づき説明す
る。
【０００６】信号線駆動回路２２は、クロック信号ＣＬ
Ｋにより動作するシフトレジスタ３１と、シフトレジス
タ３１の出力によって制御されｍビットの画像データを
並列に保持するデータレジスタ３２と、制御信号ＬＰに
より画像データを一括して転送し保持するデータラッチ
３３と、ｍビット入力のデコーダ３４と、階調電圧発生
回路３７から入力する２ｍ個の電圧から階調電圧を選択
して出力するアナログスイッチ３５と、アナログスイッ
チ３５から出力された階調電圧をプリチャージ回路２５
へ出力する出力回路３６と、前述したプリチャージ回路
２５とからなる。
【０００７】スイッチＳＷｎ１、ＳＷｎ２は、それぞれ
外部のタイミング発生回路２１から供給されるパルス信
号ＳＰ１、ＳＰ２に従ってオン／オフを切り替える。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】従来の信号線駆動回路
では、図１１の期間Ｔ１、Ｔ２を参照しても分かるよう
に、１水平期間の前後で供給される階調電圧に関わらず
常にプリチャージを行っている。このようなプリチャー
ジは、ドット反転駆動のように異なる極性の階調電圧を
供給する場合には非常に有効な手段である。しかしなが
ら、次に表示する画像データの階調電圧が１水平期間前
の画像データの階調電圧と等しい、又はその階調電圧の
一定範囲内にある場合、プリチャージを行うことによっ
て信号線の電位変動が大きくなり、その分だけ逆に消費
電力量が増加してしまう、という問題があった。
【０００９】ところで、特に携帯電話端末等、各種携帯
機器の分野においては、その性質上、液晶パネルの大き
さが限定されるため、大型液晶パネルのドライバほどの
電流駆動能力は要求されないが、更なる省電力化が求め
られている。
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【００１０】
【発明の目的】そこで、本発明の目的は、上記の問題点
を改善することにより更に消費電力を低減した、液晶表
示装置の信号線駆動回路を提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】本発明に係る信号線駆動
回路は、プリチャージ電圧と画像データに応じた階調電
圧とを複数の信号線に供給するものであって、１水平期
間前の画像データと次に表示する画像データとを各信号
線ごとに比較する画像データ比較手段と、画像データ比
較手段での比較結果に応じてプリチャージ電圧の供給を
制御するスイッチ制御手段とを備えたことを特徴とする
（請求項１）。本発明に係る信号線駆動方法は、本発明
に係る信号線駆動回路に使用されるものであって、１水
平期間前の画像データと次に表示する画像データとを各
信号線ごとに比較し、その比較結果に応じてプリチャー
ジ電圧の供給を制御することを特徴とする（請求項
７）。
【００１２】１水平期間前に供給された階調電圧と次に
供給される階調電圧との変化量が小さい場合は、必ずし
もプリチャージが必要ではない。そのような場合にプリ
チャージを省略することにより、省電力化が図れる。ス
イッチ制御手段は、例えば次の①～⑤のように動作す
る。
【００１３】①．次に表示する画像データの階調電圧が
１水平期間前の画像データの階調電圧の一定範囲内にあ
る場合は、プリチャージ電圧を供給しない（請求項２，
８）。「一定範囲内」とは、プリチャージが不要となる
範囲のことであり、理論的又は実験的に設定される。
【００１４】②．次に表示する画像データの階調電圧が
１水平期間前の画像データの階調電圧と一致する場合
は、プリチャージ電圧を供給しない（請求項３，９）。
請求項２，８における「一定範囲内」を限定したもので
ある。
【００１５】③．次に表示する画像データの階調電圧の
極性が１水平期間前の画像データの階調電圧の極性と異
なる場合にのみ、プリチャージ電圧を供給する。１水平
期間で階調電圧の極性が反転する場合は、階調電圧の変
化量が大きい。このような場合にのみプリチャージを実
行することにより、省電力化が図れる。
【００１６】④．次に表示する画像データの階調電圧の
極性が１水平期間前の画像データの階調電圧の極性と異
なる場合は、プリチャージ電圧を供給する（請求項４，
１０）。これは請求項２，３，８，９と組み合わせて用
いられる。
【００１７】⑤．次に表示する画像データの階調電圧が
１水平期間前の画像データの階調電圧よりも大きい場合
は、昇圧用に適した第一のオペアンプを用いて階調電圧
を供給し、次に表示する画像データの階調電圧が１水平
期間前の画像データの階調電圧よりも小さい場合は、降
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圧用に適した第二のオペアンプを用いて階調電圧を供給
し、次に表示する画像データの階調電圧が１水平期間前
の画像データの階調電圧と等しい場合は、第一及び第二
のオペアンプのどちらか一方を用いて階調電圧を供給す
る。他の請求項と組み合わせて用いることにより、更に
省電力化が図れる。なお、「昇圧用に適した」とは例え
ば「昇圧用として省電力化が可能な」という意味であ
り、「降圧用に適した」とは例えば「降圧用として省電
力化が可能な」という意味である。
【００１８】
【発明の実施の形態】図１は、本発明に係る信号線駆動
回路の第一実施形態を示すブロック図である。以下、こ
の図面に基づき説明する。
【００１９】本実施形態の信号線駆動回路は、アクティ
ブマトリクス型液晶表示装置に用いられ、プリチャージ
電圧としての中間電位Ｖｐと画像データに応じた階調電
圧とを複数の信号線に供給するものであり、１水平期間
前の画像データと次に表示する画像データとを各信号線
ごとに比較する画像データ比較手段としてのラッチ１１
及び比較回路１２と、比較回路１２での比較結果に応じ
て中間電位Ｖｐを供給するスイッチ制御手段としてのス
イッチ制御回路１３とを備えたことを特徴とする。
【００２０】また、本実施形態の信号線駆動回路は、図
１０の従来の信号線駆動回路と同じように、データラッ
チ３３、デコーダ３４、アナログスイッチ３５、出力回
路３６、アナログスイッチＳＷ１，ＳＷ２等を備えてい
る。なお、本実施形態の信号線駆動回路は、わかりやす
くするために、信号線Ｓｎのみに対するものとして図示
している。したがって、実際には、信号線Ｓ１，Ｓ２，
…，Ｓｎのそれぞれに対して本実施形態の信号線駆動回
路が設けられる。
【００２１】ラッチ１１は、データラッチ３３の出力側
と接続されており、データラッチ３３の保持するデータ
が信号ＬＰによって更新される直前に、データラッチ３
３から出力されたデータを信号ＬＣに従って取り込む。
これにより、ラッチ１１は、１水平期間前に表示された
画像データを保持することができる。そのため、比較回
路１２は、データラッチ３３の出力信号とラッチ１１の
出力信号とにより、１水平期間前後の画像データを比較
できる。
【００２２】スイッチ制御回路１３は、タイミング発生
回路（図９参照）から供給される信号ＳＰと比較回路１
２の出力信号とに基づいて、アナログスイッチＳＷ１，
ＳＷ２のオン／オフを切り替える。スイッチＳＷ１がオ
ンすると信号線Ｓｎへ出力回路３６から階調電圧が供給
され、スイッチＳＷ２がオンすると信号線Ｓｎへ中間電
位Ｖｐが供給される。
【００２３】このように、本実施形態の信号線駆動回路
は、１水平期間前後の画像データの比較結果に基づい
て、信号線Ｓｎと中間電位Ｖｐとをショートさせるタイ
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ミングすなわちプリチャージを行うタイミングを制御し
ている。したがって、連続した水平期間で等しい階調信
号を供給する場合や、ライン反転駆動のように１フレー
ム期間内において供給される階調信号が同一極性である
ような場合に、不必要なプリチャージを避けることによ
り、電力消費を低減することができる。
【００２４】図２は、本発明に係る信号線駆動回路の第
二実施形態を示すブロック図である。以下、この図面に
基づき説明する。
【００２５】本実施形態の信号線駆動回路は、第一実施
形態を更に具体化したものであり、１水平期間前の画像
データと次に表示する画像データとを各信号線ごとに比
較する画像データ比較手段としてのラッチ５１及び比較
回路５２と、比較回路５２での比較結果に応じて中間電
位Ｖｐを供給するスイッチ制御手段としてのスイッチ制
御回路５３とを備えたことを特徴とする。
【００２６】また、本実施形態の信号線駆動回路は、デ
ータラッチ４３、デコーダ４４、アナログスイッチ４
５、出力アンプ４６、アナログスイッチＳＷ１，ＳＷ２
等を備えている。なお、本実施形態の信号線駆動回路
は、わかりやすくするために、信号線Ｓｎのみに対する
ものとして図示している。したがって、実際には、信号
線Ｓ１，Ｓ２，…，Ｓｎのそれぞれに対して本実施形態
の信号線駆動回路が設けられる。
【００２７】画像データＤは、４ビットすなわち１６階
調である。データラッチ４３は、４ビットのラッチ回路
であり、信号ＬＰのタイミングに従って画像データＤを
保持し、取り込んだ画像データＤをデコーダ４４、ラッ
チ５１及び比較回路５２へと転送する。画像データＤ
は、１６個の信号の中のいずれかにデコーダ４４により
デコードされ、アナログスイッチ４５へ出力される。ア
ナログスイッチ４５は、デコーダ４４から入力した信号
に従ってオン／オフを切り替える複数のアナログスイッ
チ群から構成されており、階調電圧発生回路（図１０参
照）から入力する電圧Ｖ０，…，Ｖ１６の中から任意の
階調電圧を１つ選択し、それを出力する。出力アンプ４
６は、アナログスイッチ４５から入力した階調電圧を、
スイッチＳＷ１を介して信号線Ｓｎへ供給する。また、
信号線ＳｎはスイッチＳＷ２を介して中間電位Ｖｐとも
接続される。
【００２８】１水平期間前の画像データを保持するため
に設けられたラッチ５１は、２ビットのラッチ回路であ
り、信号ＬＣのタイミングに従ってデータラッチ４３か
ら出力される画像データＤの上位２ビットを保持し、そ
れを画像データＤ’として比較回路５２へ出力する。ラ
ッチ５１は、信号ＬＰによってデータラッチ４３の内容
が更新される直前にデータを取り込むため、１水平期間
前の画像データを保持できる。
【００２９】比較回路５２は、データラッチ４３、ラッ
チ５１及びスイッチ制御回路５３に接続され、ラッチ５
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7
１から供給される１水平期間前の画像データＤ’と、デ
ータラッチ４３から供給される画像データＤの上位２ビ
ットとを受け取り、両者の比較を行う。また、比較回路
５２は、画像データＤの上位２ビットと画像データＤ’
とが一致しているか否かを判別する機能を有する。
【００３０】スイッチ制御回路５３は、アナログスイッ
チＳＷ１，ＳＷ２の制御端子に接続されており、比較回
路５２の比較結果信号ＣＭＰに基づいてアナログスイッ
チＳＷ１，ＳＷ２のオン／オフを切り替える。アナログ
スイッチＳＷ１がオンすると、出力アンプ４６から出力
される任意の階調電圧が信号線Ｓｎに供給される。スイ
ッチＳＷ２がオンすると中間電位Ｖｐが信号線Ｓｎへ供
給されることにより、信号線Ｓｎがプリチャージされ
る。このように、本実施形態の信号線駆動回路は、１水
平期間前後の画像データを比較した結果に基づいてアナ
ログスイッチＳＷ２を制御することにより、プリチャー
ジの制御を行う。
【００３１】図３は、図２の信号線駆動回路の動作を示
すタイミングチャートである。以下、図２及び図３に基
づき説明する。
【００３２】第一の画像データＤ１が信号線駆動回路に
供給されると、画像データＤ１はデータラッチ４３に取
り込まれ、デコーダ４４へ転送される。デコーダ４４及
びアナログスイッチ４５により、画像データＤ１に対応
する階調電圧がＶ０，…，Ｖ１６の中から選択される。
選択された階調電圧は、出力アンプ４６へ出力され、更
にスイッチＳＷ１を介して信号線Ｓｎへと供給される。
【００３３】また、データラッチ４３から出力される画
像データＤ１の上位２ビットは、ラッチ５１及び比較回
路５２へも転送される。このとき、ラッチ５１の内部に
は、１水平期間前に表示された画像データの上位２ビッ
トの画像データＤ０’が保持されている。比較回路５２
は、２ビットデータの一致回路として構成され、画像デ
ータＤ１の上位２ビットとラッチ５１の画像データＤ
０’とを比較し、その比較結果信号ＣＭＰをスイッチ制
御回路５３へ出力する。
【００３４】スイッチ制御回路５３は、比較の結果が一
致しないとき、すなわち、比較結果信号ＣＭＰ＝Ｈのと
き、アナログスイッチＳＷ２をオンさせ、信号線Ｓｎを
予め設定された中間電位Ｖｐにプリチャージする。続い
て、アナログスイッチＳＷ２をオフするのとほぼ同時
に、アナログスイッチＳＷ１をオンすることにより、出
力アンプ４６から出力される階調電圧を信号線Ｓｎへ供
給する。アナログスイッチＳＷ１，ＳＷ２の切替えは、
外部のタイミング発生回路から出力される信号ＳＰに基
づいて、予め設定されたタイミングで行う（Ｔ１）。
【００３５】続いて、第二の画像データＤ２が供給さ
れ、データラッチ４３が保持するデータが更新される直
前に、ラッチ５１は信号ＬＣのタイミングに従って画像
データＤ１の上位２ビットを画像データＤ１’として取
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り込む。また、画像データＤ２がデータラッチ４３に取
り込まれると、上記と同様に、デコーダ４４及びアナロ
グスイッチ４５を経由して、画像データＤ２に応じた階
調電圧が出力アンプ４６から出力される。
【００３６】同時に、比較回路５２は、ラッチ５１の画
像データＤ１’と、データラッチ４３から出力される画
像データＤ２の上位２ビットとを比較する。これらの二
つの画像データが一致する場合、すなわち、画像データ
Ｄ２によって選択される階調電圧と、１水平期間前に供
給された画像データＤ１によって選択された階調電圧と
の電位差が小さい場合、比較回路５２は比較結果信号Ｃ
ＭＰ＝Ｌを出力する。
【００３７】信号線Ｓｎの電位変動が小さいと、プリチ
ャージを行わなくても安定した書き込みが可能である。
そのため、スイッチ制御回路５３は、アナログスイッチ
ＳＷ２をオフしたままプリチャージを行わず、アナログ
スイッチＳＷ１のみをオンする。アナログスイッチＳＷ
１がオンすると、出力アンプ４６から出力される階調電
圧が信号線Ｓｎへ供給される（Ｔ２）。
【００３８】同様に、ラッチ５１が画像データＤ２の上
位２ビットＤ２’を取り込み、第三の画像データＤ３が
データラッチ４３へ入力されると、比較回路５２はラッ
チ５１の画像データＤ２’と画像データＤ３の上位２ビ
ットとを比較する。これらの二つの画像データが一致し
ないため、比較結果信号ＣＭＰ＝Ｈとなり、アナログス
イッチＳＷ２，ＳＷ１が順次オンする。これにより、信
号線Ｓｎは、中間電位Ｖｐへプリチャージされ、続いて
画像データＤ３に対応した階調電圧が供給される（Ｔ
３）。
【００３９】図４は、本発明に係る信号線駆動回路の第
三実施形態を示すブロック図である。以下、この図面に
基づき説明する。
【００４０】本実施形態の信号線駆動回路は、第一実施
形態を交流反転駆動方式へ適用した具体例であり、１水
平期間前の画像データと次に表示する画像データとを各
信号線ごとに比較する画像データ比較手段としてのラッ
チ７１及び比較回路７２と、比較回路７２での比較結果
に応じて中間電位Ｖｐ，Ｖｑを供給するスイッチ制御手
段としてのスイッチ制御回路７３とを備えたことを特徴
とする。
【００４１】また、本実施形態の信号線駆動回路は、デ
ータラッチ３３、デコーダ３４、アナログスイッチ３
５、出力アンプ３６、アナログスイッチＳＷ１，ＳＷ
２，ＳＷ３等を備えている。なお、本実施形態の信号線
駆動回路は、わかりやすくするために、信号線Ｓｎのみ
に対するものとして図示している。したがって、実際に
は、信号線Ｓ１，Ｓ２，…，Ｓｎのそれぞれに対して本
実施形態の信号線駆動回路が設けられる。
【００４２】ラッチ７１は、ｎビットのラッチ回路であ
り、データラッチ３３の内容が更新される直前に、デー
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9
タラッチ３３から出力される画像データの上位ｎビット
又は全ビットを取り込み、これを保持する。比較回路７
２は、データラッチ３３及びラッチ７１から受け取った
１水平期間前後の画像データのｎビットを比較し、比較
結果信号ＣＭＰをスイッチ制御回路７３へ出力する。ス
イッチ制御回路７３は、比較結果信号ＣＭＰと極性反転
信号Ｐｏとに基づいて、アナログスイッチＳＷ１，ＳＷ
２，ＳＷ３に対し、予め設定されたタイミングでオン／
オフを制御する。
【００４３】信号線Ｓｎは、アナログスイッチＳＷ２又
はアナログスイッチＳＷ３がオンすることにより中間電
位Ｖｐ又は中間電位Ｖｑへプリチャージされる。ただ
し、中間電位Ｖｐは共通電位Ｖｃｏｍより正極側へ設定
され、中間電位Ｖｑは共通電位Ｖｃｏｍより負極側へ設
定されている。
【００４４】図５は、図４の信号線駆動回路の動作を示
すタイミングチャートである。以下、図４及び図５に基
づき説明する。
【００４５】この極性反転信号Ｐｏを用いた信号線駆動
回路の動作のタイミングは、図５のようになる。正極側
駆動時（Ｐｏ＝Ｈ）において、上記第二実施形態と同様
に、比較回路７２は第一の画像データＤ１の上位ｎビッ
トとラッチ７１の画像データＤ０’とを比較する。これ
らが一致しない場合、スイッチ制御回路７３は、アナロ
グスイッチＳＷ２をオンすることにより信号線Ｓｎを中
間電位Ｖｐにプリチャージし、続いてアナログスイッチ
ＳＷ２をオフし、アナログスイッチＳＷ１をオンするこ
とにより、画像データＤ１に対応する階調電圧を信号線
Ｓｎへ供給する(Ｔ１)。
【００４６】第二の画像データＤ２が供給されると、画
像データＤ２と第一の画像データＤ１の上位ｎビットと
が一致しているため（ＣＭＰ＝Ｌ）、プリチャージは行
わない。そのため、スイッチ制御回路７３は、アナログ
スイッチＳＷ２をオフのまま、アナログスイッチＳＷ１
のみをオンすることにより、信号線Ｓｎへ階調電圧を供
給する（Ｔ２）。
【００４７】極性反転信号ＰｏがＬになると階調電圧が
負極性へ反転するため、スイッチ制御回路７３は、比較
結果信号ＣＭＰに関わらずアナログスイッチＳＷ３をオ
ンすることにより、信号線Ｓｎを負極側の中間電位Ｖｑ
にプリチャージする。その後、スイッチ制御回路７３
は、アナログスイッチＳＷ１をオンすることにより、第
三の画像データＤ３に対応する階調電圧を信号線Ｓｎへ
供給する（Ｔ３）。
【００４８】同様に、負極側駆動から正極側駆動へ極性
反転する場合には、比較の結果に関わらずアナログスイ
ッチＳＷ２をオンすることにより、信号線Ｓｎを中間電
位Ｖｐへプリチャージする。このように、本実施形態の
信号線駆動回路によれば、極性反転駆動を行う場合にお
いてもプリチャージの制御を行うことができるので、低
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消費電力化が可能となる。
【００４９】換言すると、ライン反転駆動方式のように
１フレーム期間において液晶パネルに配置された液晶素
子へ同極性の電圧を供給する場合、列で隣り合う液晶画
素へ書き込む階調信号が等しければ、プリチャージを行
わなくとも十分に安定した書き込みが可能である。
【００５０】図６は、本発明に係る信号線駆動回路の第
四実施形態を示すブロック図である。  図７は、図６の
信号線駆動回路における出力回路を示す回路図である。
以下、図６及び図７に基づき説明する。
【００５１】本実施形態の信号線駆動回路は、１水平期
間前の画像データと次に表示する画像データとを各信号
線ごとに比較する画像データ比較手段としてのラッチ９
１及び比較回路９２と、比較回路９２での比較結果に応
じて中間電位Ｖｐを供給するスイッチ制御手段としての
スイッチ制御回路９３とを備えたことを特徴とする。
【００５２】また、本実施形態の信号線駆動回路は、デ
ータラッチ３３、デコーダ３４、アナログスイッチ３
５、出力回路３６、アナログスイッチＳＷ１，ＳＷ２等
を備えている。なお、本実施形態の信号線駆動回路は、
わかりやすくするために、信号線Ｓｎのみに対するもの
として図示している。したがって、実際には、信号線Ｓ
１，Ｓ２，…，Ｓｎのそれぞれに対して本実施形態の信
号線駆動回路が設けられる。
【００５３】上記第二及び第三実施形態では、プリチャ
ージを制御する機能を画像データの上位ビットの一致判
定に基づいて実現している。これに対し、本実施形態で
は、画像データの大小比較を行う機能を比較回路９２に
持たせている。
【００５４】出力回路３６は、図７に示すように、Ｎｃ
ｈ受けオペアンプ１０１、Ｐｃｈ受けオペアンプ１０
２、スイッチ群ＳＷ１０１ａ，ＳＷ１０１ｂ，ＳＷ１０
２ａ，ＳＷ１０２ｂ等から構成される。Ｎｃｈ受けオペ
アンプ１０１は主に信号線Ｓｎへ電荷を供給するために
用いられ、Ｐｃｈ受けオペアンプ１０２は主に信号線Ｓ
ｎの電位を引き下げるために用いられる。
【００５５】ラッチ９１は、データラッチ３３から出力
される画像データＤの全ビットを保持できる構成であ
る。比較回路９２は、１水平期間前後の画像データの上
位１ビットの一致判定を行う機能と、両者の画像データ
自体の大きさを比較する機能とを有しており、上位１ビ
ットの比較結果信号をＣＭＰ１、大小の比較結果信号を
ＣＭＰ２としてスイッチ制御回路９３へ出力する。スイ
ッチ制御回路９３は、アナログスイッチＳＷ１，ＳＷ２
の制御端子、及び図７に示すスイッチＳＷ１０１ａ，Ｓ
Ｗ１０１ｂ，ＳＷ１０２ａ，ＳＷ１０２ｂの制御端子へ
それぞれ制御信号を出力し、これらのオン／オフを切り
替える。
【００５６】図８は、図６の信号線駆動回路の動作を示
すタイミングチャートである。以下、図６乃至図８に基
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づき説明する。
【００５７】図８におけるＳＷ１０１は図７のＳＷ１０
１ａ，ＳＷ１０１ｂ、図８におけるＳＷ１０２は図７の
ＳＷ１０２ａ、ＳＷ１０２ｂをそれぞれまとめて表した
ものである。
【００５８】第一の画像データＤ１がデータラッチ３３
に取り込まれると、比較回路９２は、画像データＤ１と
ラッチ９１に取り込まれている画像データＤ０’との上
位１ビットの一致判定を行い、比較結果信号ＣＭＰ１を
出力する。これらの二つの画像データが一致しない時
（ＣＭＰ１＝Ｈ）、スイッチ制御回路９３は、スイッチ
ＳＷ２をオンすることにより、信号線Ｓｎにプリチャー
ジを行う。
【００５９】また、比較回路９２は、画像データＤ１と
画像データＤ０’との大小比較を行い、比較結果信号Ｃ
ＭＰ２を出力する。ＣＭＰ２＝Ｈのとき、すなわち、画
像データＤ１に対応する階調電圧が画像データＤ０’に
対応する階調電圧よりも大きいとき、スイッチ制御回路
９３は、信号線Ｓｎがプリチャージされた後、出力回路
３６のスイッチＳＷ１０１ａ，ＳＷ１０１ｂ及びアナロ
グスイッチＳＷ１をオンする。これにより、オペアンプ
１０１は、信号線Ｓｎへ電荷をチャージすることにより
選択された階調電圧を供給する（Ｔ１）。
【００６０】第一の画像データＤ１がラッチ９１に取り
込まれ、第二の画像データＤ２が入力されると、画像デ
ータＤ１’と画像データＤ２との上位ビットが一致して
いるため、比較回路９２は比較結果信号ＣＭＰ１をＬと
する。すると、アナログスイッチＳＷ２はオフしたまま
であり、プリチャージは行われない。また、画像データ
Ｄ２は画像データＤ１’よりも小さい値であるので、比
較結果信号ＣＭＰ２はＬとなる。そのため、スイッチ制
御回路９３は、スイッチＳＷ１０２ａ，ＳＷ１０２ｂ及
びアナログスイッチＳＷ１をオンすることにより、オペ
アンプ１０２を動作させる。すると、信号線Ｓｎの電位
が引き下げられ、画像データＤ２に対応する階調電圧が
信号線Ｓｎに供給される（Ｔ２）。
【００６１】第三の画像データＤ３が入力されると、ラ
ッチ９１の画像データＤ２’と画像データＤ３との比較
結果によってアナログスイッチＳＷ２がオンとなるの
で、信号線Ｓｎは中間電位Ｖｐにプリチャージされる。
続いて、スイッチＳＷ１０２ａ，ＳＷ１０２ｂ及びアナ
ログスイッチＳＷ１がオンとなることにより、オペアン
プ１０２は画像データＤ３に対応する階調電圧を信号線
Ｓｎへ供給する（Ｔ３）。
【００６２】本実施形態では、１水平期間前後の画像デ
ータの上位ビットの比較に基づいてプリチャージを制御
するとともに、これらの画像データの大きさを比較する
ことにより二種類のオペアンプを使い分ける構成となっ
ている。通常、出力アンプは立ち上がり速度、立ち下が
り速度のギャップを埋めるために、Ｎｃｈ受けオペアン*
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*プ及びＰｃｈ受けオペアンプを組み込んだ構成とするこ
とが多い。また、液晶パネルを動作させるのに十分な駆
動能力が要求されるため、オペアンプに流れる定常電流
を抑えることは困難である。しかし、本実施形態によれ
ば、画像データを比較することで駆動させるアンプを選
択し、使用しないオペアンプに対して電源電圧を供給し
ないため、出力応答特性を劣化することなく、オペアン
プの定常電流を抑えることができることにより、消費電
力を更に低減した液晶駆動回路を実現できる。
【００６３】なお、本発明は、言うまでもなく、上記各
実施形態に限定されるものではない。例えば、上記各実
施形態はラッチに取り込んだディジタル画像データを比
較する構成となっているが、例えば、コンパレータとサ
ンプルホールド回路とを用いてアナログデータに対して
大小比較を行うような構成としてもよい。
【００６４】
【発明の効果】本発明に係る信号線駆動回路及び信号線
駆動方法によれば、１水平期間前に供給された階調電圧
と次に供給される階調電圧との変化量が小さいため、プ
リチャージがなくても高速かつ安定した書き込みが可能
である場合にはプリチャージを行わないことにより、プ
リチャージに要する電流の損失を低減することができ
る。したがって、低い消費電力で駆動可能な液晶表示装
置を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る信号線駆動回路の第一実施形態を
示すブロック図である。
【図２】本発明に係る信号線駆動回路の第二実施形態を
示すブロック図である。
【図３】図２の信号線駆動回路の動作を示すタイミング
チャートである。
【図４】本発明に係る信号線駆動回路の第三実施形態を
示すブロック図である。
【図５】図４の信号線駆動回路の動作を示すタイミング
チャートである。
【図６】本発明に係る信号線駆動回路の第四実施形態を
示すブロック図である。
【図７】図６の信号線駆動回路における出力回路を示す
回路図である。
【図８】図６の信号線駆動回路の動作を示すタイミング
チャートである。
【図９】プリチャージ手段を備えた従来の液晶表示装置
を示す回路図である。
【図１０】従来の液晶表示装置における信号線駆動回路
の一例を示すブロック図である。
【図１１】図１０の信号線駆動回路の動作を示すタイミ
ングチャートである。
【符号の説明】
１１，５１，７１，９１  ラッチ（画像データ比較手
段）



(8) 特開２００２－２２９５２５
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１２，５２，７２，９２  比較回路（画像データ比較手
段）
１３，５３，７３，９３  スイッチ制御回路（スイッチ*
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*制御手段）
１０１，１０２  オペアンプ

【図１】

【図２】
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【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】
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【図７】

【図８】
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【図９】

【図１０】
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【図１１】
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